
医療費情報総合管理分析システム
に要する経費



医療費供給面統計システム

【医療費動向の早期把握・分析】

【支給側の視点による分析】

制度別医療費動向分析システム 審査支払機関の支払請求データにより制度別、被保険者・被扶養者別、都道府県別にみ
た医療費動向を分析 「制度別医療費の動向」を公表

【受給側の視点による分析】

医療機関医療費動向分析システム 医療機関別の医療費データ及び医療施設調査等の医療機関属性情報を用いて医療機
関の種類、規模、特性別に医療費動向を分析 「医療機関別医療費の動向」を公表

【医療費の増加要因や制度改正・診療報酬改定の影響を分析】

レセプト集計システム 電子レセプトデータを用いて病院・診療所における病床機能別・診療行為別・疾病別等の
医療費の動向を集計分析

医療費情報総合管理分析システム

【保険者の事業状況を把握・分析】

健康保険事業状況報告システム 健保協会、健保組合からの事業状況報告データを精査、集計し各種統計表を作成

国民健康保険事業状況報告システム 市町村、国保組合からの事業月報・年報データを精査、集計し各種統計表を作成

後期高齢者医療制度事業状況報告
システム

都道府県の各広域連合から事業状況報告データを精査、集計し各種統計表を作成

【保険財政への影響要因となる事項について実態を調査分析】

健康保険被保険者実態調査報告シ
ステム

医療機関別の医療費データ及び医療施設調査等の医療機関属性情報を用いて医療機関の種
類、規模、特性別に医療費動向を分析 「医療機関別医療費の動向」を公表

国民健康保険実態調査報告システム 国保被保険者の年齢、所得、職業等の実態や保険者の保険料（税）賦課状況や被保険者の異
動状況を調査分析し各種統計表を作成

後期高齢者医療制度被保険者実態
報告システム

後期高齢者医療制度の被保険者の年齢、所得や保険料賦課状況等の実態を調査分析し各種
統計表を作成

医療給付実態調査報告システム レセプト情報を用いて医療に要する費用に関する地域別、年齢別又は疾病別の状況等を調査分
析し各種統計表を作成

医療経済実態調査（保険者調査）分
析システム

保険者の土地建物の資産保有状況等の実態を調査分析し、保険者の財政状況の実態を把握
するための基礎資料を作成

【医療費の増加要因や制度改正・診療報酬改定の影響を分析】

調剤報酬動向分析システム 電子レセプトデータを用いて調剤薬局における調剤技術料、薬剤料の動向や医薬品の種類別の
使用状況を集計分析

様々な情報を収集
管理し高度な分析や
迅速な検索を容易に
行う

各種データを相互活
用することにより
様々な視点による医
療費分析を実現

医療保険の統計調査に係るシステム概要図



医療保険に関する基本的な統計調査及び分析（一覧）

１．事業状況報告（月報・年報）
～医療保険の保険者からの適用・給付・財政等事業状況の報告～

（１）全国健康保険協会管掌健康保険事業状況報告
（２）健康保険組合事業状況報告
（３）船員保険事業状況報告
（４）国民健康保険事業状況報告
（５）後期高齢者医療事業状況報告 ※平成19年度までは老人医療事業状況報告を実施

２．各種被保険者実態調査
～医療保険各制度の年齢構成、報酬・所得、世帯構成等を把握～

（１）健康保険被保険者実態調査 ※協会けんぽ及び健保組合を対象

（２）船員保険被保険者実態調査
（３）国民健康保険実態調査
（４）後期高齢者医療制度被保険者実態調査
３．制度横断的実態調査

～全医療保険制度（共済も含む）横断的に年齢・疾病等別の医療費の状況、保険
者の財政状況等を把握～

（１）医療給付実態調査 ※平成19年度までは国民健康保険医療給付実態調査を実施

（２）医療経済実態調査（保険者調査） ※中央社会保険医療協議会における調査

４．最近の医療費の動向（メディアス）
～審査支払機関、NDB（ﾅｼｮﾅﾙﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ）のデータから迅速に医療費動向を把握～

（１）医療費供給面統計（医療機関メディアス）
（２）制度別医療費動向分析（制度別メディアス）
（３）調剤報酬動向分析（調剤メディアス） ※電算処理分の調剤レセプトの内容を詳細に分析



医療保険に関する調査・分析の体系

【医療保険の基本的な統計・調査】 【加工統計等】 【関連統計等】

（医療保険制度等）

保険者よりデータ収集
審査支払機関、
NDBよりデー
タ収集

医療保険に関する
基礎資料

年齢階級別統計
(医療費、患者負担、保険料)

生涯医療費

その他各種資料

など

国民医療費
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医療施設調査
・病院報告

国民経済計算
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実態調査
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（日雇実態）

医療給付
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調剤ﾒﾃﾞｨｱｽ

トピックス

医科ﾒﾃﾞｨｱｽ（予
定 ※）

健保組合
健保組合
月報・年報

船員保険
船員保険
月報・年報

船保実態

【数理、分析、試算、将来見通しなど】

共済組合
各共済の
事業統計等

各共済の
データ等 各種分析… 地域差分析、推計平均在院日数、

長瀬効果、休日補正 など

財政試算… 財政構造表、
支援金の総報酬割、パート適用、
高額療養費の見直し、
国保の基盤安定 など

将来見通し… 一体改革推計、
高齢者医療制度改革会議推計、
都道府県推計 など

地域
保険

国保

市町村国保

国保月報
・年報

国保実態

国保組合

後期高齢者医療制度
後期高齢者
月報・年報

後期高齢者
実態調査

その他（公費負担医療など）
各制度の
事業統計等

各制度の
データ等

－

※NDBよりデータ提供を受け、調剤メディアスと同様の詳細な統計の作成を予定
※網掛けは他省庁・他部局で実施している調査や推計。

（参考１）体系イメージ



（参考２）公表スタイル



論点① 公表の早期化

【政府の目標】

○ 政府の統計調査は、月次調査は６０日以内、年次・周期調査は１年以内に公表するこ
とを原則目標としている。

【実態】

○ 取り扱っている統計調査は、上記の公表までの期間について、概ね達成しているもの
の、保険者からデータを取得してから公表までに数ヶ月程度時間を要している調査は次
のとおり。

○ 月次調査について、健康保険組合事業状況報告は約７ヶ月程度、全国健康保険協会
管掌健康保険事業状況報告と船員保険事業状況報告は約５ヶ月程度の期間を必要とし
ている。

○ 年次調査について、国民健康保険実態調査は、約１年２ヶ月程度の期間を必要として
いる（速報は１年以内に公表）。

【改善策】

○ 保険局調査課における統計業務の業務改革及びそれに伴うシステムの抜本的見直し
については、調査課の統計調査業務、またそれに伴うシステムの形について、ゼロベー
スから手順の点検を行い、その問題点及び解決策を策定することによって、今後の業務
の効率化・アウトプットの向上を目指していく。（平成２９年度に外部機関による調査実施
を予定）
○ なお、その際には、報告者である保険者等の負担軽減にも考慮した形で検討を行う。



論点①関係 主な事業の流れ図１

【参考】上記の保険者（健康保険組合）からのデータ提供方法については、電子報告と紙報告の割合は８対２となっている。（平成２８年４月時点）



論点①関係 主な事業の流れ図２



論点② 単位当たりコスト

○ 単位当たりコストは、毎年度の執行総額を毎年実施の主な１１事業（集計分析・公表数）で除した
値としている。執行総額が増加した年度は、その分単位当たりコストに影響する。
＜単位当たりコスト：（単位：百万円） 平成26年度：11、平成27年度：12、平成28年度：16＞

○ 改修等経費の予算額が増額している理由は、平成２７年度から平成２８年度にかけて、当該シス
テムの更改・移行を行ったためである。

○ また、運用保守費の予算額が増額している理由は、平成２７年度から平成２８年度にかけてのシ
ステム更改に伴い、医療費等のデータ量の増大に対応するために、システム機器の機能向上を
図ったためである。

○ 改修等経費の予算の執行率が低い要因は、システム機器の機能改善に必要な予算を確保した
が、競争入札の結果、契約額が予算額を大きく下回っているためである。

26年度 27年度 28年度 29年度

予算額 執行額 執行率 予算額 執行額 執行率 予算額 執行額 執行率 予算額

運用保守費 ４０ ４０ １００% ４４ ３８ ８６% ７６ ６８ ８９% ７２

改修等経費 １００ ６７ ６７% １６７ ８５ ５１% ２３３ １０１ ４３% １６２

データ提供費 ９ ９ １００% ９ ９ １００% ９ ９ １００% ９

合計 １４９ １１６ ７８% ２２０ １３２ ６０% ３１８ １７８ ５６% ２４３

【医療費情報総合管理分析システムに要する経費の予算額及び執行額】 （百万円）



論点②関係 システムの主な改修内容

○平成27年度改修
対象システム 改修内容

健康保険・船員保険事業状況報告システム
windows8.1への対応
標準報酬月額の上限の引き上げに係る対応（帳票、受付
データ変更等）

健康保険・船員保険被保険者実態調査報告システム windows8.1への対応

国民健康保険実態調査報告システム
windows8.1への対応
賦課上限変更等（制度変更）に係る対応（エラーチェック機
能の変更等）

医療給付実態調査報告システム windows8.1への対応
調剤報酬動向分析システム データ削除、抽出業務

○平成28年度改修
対象システム 改修内容

健康保険・船員保険事業状況報告システム windows10への対応

国民健康保険事業状況報告システム 調査項目の変更に係る対応（帳票、受付データ変更等）

後期高齢者医療制度事業状況報告システム データ抽出項目の追加

健康保険・船員保険被保険者実態調査報告システム

windows10への対応
標準報酬月額の上限の引き上げに係る対応（帳票、受付
データ変更等）

国民健康保険実態調査報告システム

windows10への対応

賦課上限変更等（制度変更）に係る対応（エラーチェック機
能の変更等）

医療給付実態調査報告システム windows10への対応

調剤報酬動向分析システム
平成28年度診療報酬改定に関する対応（調剤行為マスター
の仕様変更、集計・出力機能の変更等）



今後の業務改善・システム変更の方針について

○ 平成29年度に、調査課における現在の統計業務全般について業務フローの棚卸しを行い、今後の改善
に係る基本方針を策定する予定。

○ 今後、この基本方針等に沿った形で、業務フローの改善については、調査課内の対策等によって直ちに
実行できるものについては、平成30年度中に改善を行いつつ、保険者等の協力が必要なものについては、
30～31年度にかけて改善を行っていく。
○ 業務改善に伴って必要となるシステムの変更については、平成32年度に予定されている新システムへの
更新の際に反映が可能な部分についてはそこで織り込むものとし、そこで織り込めなかった部分について
は、システム更新後の機能改修等で対応する。

調査課内の業務改善

保険者等の協力を伴う業務改善

システムに
関する改善



医療費情報総合管理分析システムに要する経費の見直し案

公表の早期化

単位当たりコスト

○ 公表までに時間を要している調査については、その
原因を外部機関などの協力も得ながら調査し、また、
保険者などの報告者の状況も踏まえながら改善を行
い、公表の早期化を図る。

○ 平成３０年度予算要求については、公表の早期化
や執行状況などを踏まえながら対応する。また、仕様
確定の早期化等により、見積もりなどの精緻化を目指
す。

○ コスト増への対応については、システムのトータルコ
ストを削減していく観点から、長期的に見て効率的な
システム構築を行うための環境を整えることを目指す。


